
RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 41, Mar. 2015

31

　はじめに

フリソデウオ科魚類 Trachipteridaeは世界でフ

リ ソ デ ウ オ 属 Desmodema， サ ケ ガ シ ラ 属

Trachipterus，ユキフリソデウオ属 Zuの 3属が知

られており，約 10種が有効とされている（池田・

中坊，2015）．日本近海にはオキフリソデウオ D. 

lorum Rosenblatt and Butler, 1977，フリソデウオ D. 

polystictum (Ogilby, 1898)，サケガシラ Trachipterus 

ishikawae Jordan and Snyder, 1901，テンガイハタ

Trachipterus trachypterus (Gmelin, 1789)，およびユ

キフリソデウオ Zu cristatus (Bonelli, 1819)の 5種

が分布する（藤井，1984；林・瀬能，2013）．

これまでユキフリソデウオは，北海道の日本

海および太平洋沿岸，青森県津軽海峡から山口県

萩市の日本海沿岸，神奈川県三崎から紀伊半島の

太平洋沿岸，大阪府岸和田市，大分県別府湾，小

笠原諸島，東シナ海，九州―パラオ海嶺，沖縄

諸島から記録されていた（藤井，1984；林・瀬能，

2013）．2011年 5月 8日にユキフリソデウオと同

定される 1個体が鹿児島県大隅半島東岸の内之浦

湾で採集された．本標本は鹿児島県におけるユキ

フリソデウオの標本に基づく初めての記録となる

ため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測部位は崎山・瀬能（2012）にしたがっ

た．標準体長は体長と表記し，デジタルノギスを

用いて 0.1 mmまでおこなった．ユキフリソデウ

オの生鮮時の体色の記載は，固定前に撮影された

鹿児島県内之浦湾産の 1標本（KAUM–I. 38857）

のカラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，

固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告に用

いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館に保管さ

れており，上記の生鮮時の写真は同館のデータ

ベースに登録されている．本報告中で用いられて

いる研究機関略号は以下の通り：KAUM－鹿児

島大学総合研究博物館；KPM-NR－神奈川県立

生命の星・地球博物館　写真資料データベース；

WMNH-PIS-WW－和歌山県立自然博物館池田魚

類コレクション．

　結果と考察

Zu cristatus (Bonelli, 1819)

ユキフリソデウオ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 38857，体長 471.2 mm，肛門

前長 203.7 mm，鹿児島県肝属郡肝付町内之浦湾

（31°17′N, 131°05′E；肝付町内之浦漁港の水揚げ

場にて採集），2011年 5月 18日，定置網，水深

0–40 m，山田守彦．

記載　背鰭前部軟条は破損しており，軟条数

および各軟条長は不明．背鰭後部軟条数 134；胸

鰭軟条数 11；腹鰭軟条数 5；尾鰭上葉軟条数 9；

尾鰭下葉軟条数 3；側線上の板状体数 103；上枝

鰓耙数 3；下枝鰓耙数 8．

鹿児島県内之浦湾から得られたユキフリソデウオ Zu cristatus

小枝圭太 1・畑　晴陵 2・本村浩之 1

1〒 890–0056　鹿児島県鹿児島市郡元 1–21–30　鹿児島大学総合研究博物館
2〒 890–0056　鹿児島県鹿児島市下荒田 4–50–20　鹿児島大学総合研究博物館（水産学研究科）

　 　
Koeda, K., H. Hata and H. Motomura. 2015. First specimen-

based record of Zu cristatus  (Lampridiformes: 
Trachipteridae) from Kagoshima Prefecture, southern 
Japan. Nature of Kagoshima 41: 31–35.
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体各部測定値の体長に対する割合（%）：体高

20.5；頭部での体高 17.7；肛門での体高 10.3；腹

鰭前長 17.1；背鰭前長 13.0；頭長 15.3．体各部測

定値の頭長に対する割合（%）：体高 134.0；頭部

での体高 151.9；肛門での体高 67.0；吻長 30.0；

眼径 36.1；上顎長 43.2；眼窩後縁から主鰓蓋骨後

縁までの長さ 44.7；両眼間隔 22.1；肛門直上での

側線から背縁までの長さ 52.1；肛門直上での側線

から腹縁までの長さ 16.2；背鰭後部第 1軟条長

12.0；背鰭後部第 2軟条長 12.8；背鰭後部第 3軟

条長 13.7；背鰭後部第 4軟条長 15.7；背鰭後部第

5軟条長 20.5；背鰭後部第 17軟条長 38.3；背鰭

後部第 38軟条長 45.7；背鰭後部第 48軟条長

44.4；背鰭後部第 67軟条長 41.2；背鰭後部第 110

軟条長 25.4；胸鰭基底長 10.0；胸鰭長 4.5；腹鰭

長 189.1．

体は著しく長く，側扁してリボン状．体高は

頭部から肛門にかけて高く，背鰭第 12軟条起部

付近で最大となり，肛門前長の 47.5％．体背縁は

吻端から背鰭起部にかけての傾斜が急で，背鰭起

部で折れ曲がり，なだらかに下降する．体腹縁は

下顎から腹鰭起部まで緩やかに湾曲したのち，波

打ちながら体軸とほぼ平行となるが，肛門直前で

凹んだのち，再び体軸と平行となる．肛門から尾

柄部までの体腹縁はほぼ直線的．鼻孔は 2対で上

下に位置する．鼻孔には皮弁がなく，両鼻孔とも

に円形．口は端位で傾き，上顎後端は眼の前縁を

越える．下顎は上顎のやや前方に突出する．眼は

大きく，眼径は肛門前長の 12.7%．両眼間隔は膨

らむ．両顎の前部には小さく尖った歯が約 10個，

列をなし，後方のものほど長い．鋤骨，口蓋骨お

よび舌骨には歯がない．

側線は背鰭起部直下から始まり，眼の直上ま

で垂直に下降したのち，ほぼ直角に折れ曲がり，

体軸に対し平行となる．主鰓蓋骨上端直上を通り，

胸鰭上方から尾部に向かってなだらかに下降した

のち，肛門の後方で腹縁と重なる．腹部より後方

の側線上には骨質の六角形に近い板状体が連続し

て配列し，その中央部には鋭い 1棘を有する．こ

の板状体は，後ろにいくにつれて硬く，大きくな

る．隣り合った板状体は，斜め上後方と斜め下後

方に交互に位置し，ジグザグの配列を形成する．

腹縁上の側線は，板状体の棘を結ぶように波状に

走り，尾鰭基底に達する．

背鰭起部は眼の直上で基部後端は尾鰭基底の

やや前方．背鰭前部の 4軟条は著しく伸長し（第

Fig. 1. Fresh specimen of Zu Cristatus. KAUM–I. 38857, 471.2 mm standard length, Uchinoura Bay, east coast of Osumi Peninsula, 
Kagoshima Prefecture, Japan.
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5–6軟条は先端が欠損），基部付近で互いに鰭膜

によって連結する．背鰭の前部 6軟条は後方軟条

と接続しない．胸鰭起部は主鰓蓋骨後端の直下に

位置し，小さく，後端は尖る．腹鰭は帯状で著し

く伸長するが，肛門および腹縁の切れ込みに達し

ない．腹鰭起部は胸鰭基部後端の直下に位置する．

臀鰭はない．尾鰭上葉は著しく発達して大きく，

扇状で，体軸に対して上方を向く．尾鰭上葉の第

1軟条は後部で遊離し，著しく伸長する．尾鰭下

葉は小さく，後方を向く．肛門は背鰭後部第 53

軟条起部直下付近に位置する．

鰓蓋部は無鱗．前鰓蓋骨を除く頬部には小鱗

が敷石状に配列する．上顎，涙骨，軟骨状の眼隔

域から眼前部にかけては無鱗．体側の被鱗域は眼

上部から始まり，躯幹と尾部の全域に及ぶが，非

常に剥がれやすい円鱗であるため，そのほとんど

が脱落している．

色彩　体の地色は銀白色．体側上部の背鰭後

部第 23–28軟条起部の下方と肛門付近の体側下方

に眼と同大で円形の暗色斑，背鰭後部第 39–46軟

条起部の下方に主上顎骨と同大で鞍状の暗色斑，

その下方の体側下部にこれとほぼ同大で円形の暗

色斑をそれぞれもつ．また，肛門より後方の尾部

には，6本の幅の広い暗色横帯を有する．背鰭前

部軟条域は軟条，鰭膜ともに灰白色とえんじ色に

よる幅の広い縞模様で，先端付近では灰白色．背

鰭後部軟条域，胸鰭，腹鰭および尾鰭下葉の軟条

は灰白色で，鰭膜は半透明．尾鰭上葉の軟条は灰

白色で，鰭膜部はまだらにえんじ色だが先端付近

では黒色．

分布　世界中の暖海域に分布する（Heemstra 

and Kannemeyer, 1984；尼岡，1997；林・瀬能，

2013）．日本国内では，北海道の日本海および太

平洋沿岸，青森県津軽海峡から山口県萩市にかけ

ての日本海沿岸，神奈川県三崎から紀伊半島にか

けての太平洋沿岸，大阪府岸和田市，大分県別府

湾，小笠原諸島，東シナ海，沖縄諸島，九州―

パラオ海嶺（田中，1915；蒲原，1950；松原，

1955；塩垣，1982；山川，1982；藤井，1984；益

田・小林，1994；山田・入江，1994；魚津水族館，

1997；前田・筒井，2003；河野ほか，2011；林・

瀬能，2013；Shinohara et al., 2014；池田・中坊，

2015），鹿児島県内之浦（本研究）からの報告が

ある．また，水中写真により鹿児島県屋久島

（KPM-NR 94198）， 沖 縄 県 沖 縄 島（KPM-NR 

28242），阿嘉島（KPM-NR 80335）の浅海域から

記録されている．

備考　本標本は，尾鰭が上葉と下葉で分離す

ること，尾部の腹縁と重なった側線が板状体の棘

を結ぶように走り，波状となること，腹鰭軟条数

が 5であること，側線が尾部の腹縁に沿って波状

であり，ジグザグに長い棘が配列すること，体腹

縁が波状であること，肛門前長に対する体高が

47.5%であることなどにより，Walters and Fitch 

(1960)と Heemstra and Kannemeyer (1984)の定義

した Zu属と同定された．また，本属には Zu 

cristatus と Zu elongatus Heemstra and Kannemeyer, 

1984 の 2 種 が 知 ら れ る（Heemstra and 

Kannemeyer, 1984）が，本標本は体高が体長の

20.5%であること，眼径は肛門前長の 12.7%であ

ること，体高が肛門直前で急激に低くなること，

背鰭軟条数が 134であること，鱗が剥がれやすい

円鱗であること，側線上の板状体数が 103である

こと，体側に鞍状か帯状の暗色域をもつことによ

り Heemstra and Kannemeyer (1984)や Olney (1999)

が記載した Zu cristatusの標徴と一致したため，

本種と同定された．Zu cristatusは Zu elongatusと

比較して体高が高いこと 20–26%（後者では 12–

16%），稚魚前期の体高が肛門後方で著しく低く

なること（体高は急には低くならない），眼径は

肛門前長の 13–16%であること（vs. 9–10%），側

線上の板状体数が 99–106であること（vs. 126–

130） に よ り 識 別 さ れ る（Heemstra and 

Kannemeyer, 1984）．

Zu cristatusを日本から初めて報告したのは

Jordan and Snyder (1901) で あ る． 彼 ら は Zu 

cristatusを Trachypterus iijimaeとして東京湾口部

から得られた標本に基づき新種記載するととも

に，固定後の標本写真を図示した．その後，

Jordan et al. (1913)は，Trachypterus iijimaeに対し

て和名ユキフリソデウオを提唱し，さらに田中

（1915）は，大阪府岸和田市より Trachypterus 
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iijimaeを報告して初めて本種の幼魚の詳細なス

ケッチと形態に関する記載をおこなった．その後，

蒲原（1950）は Trachypterus iijimaeを和歌山県か

ら，松原（1955）は Trachipterus [sic] iijimai [sic] 

2個体を兵庫県美方郡香美町香住から報告した．

Okada and Suzuki (1956)は三重県鳥羽市桃取町か

ら得られた体長 483 mmの個体を Trachypterus 

iijimai [sic] と し て 報 告 し た． こ れ ら の

Trachypterus iijimaeは，現在 Zu cristatusの新参異

名 と さ れ て い る（Fitch, 1964; Heemstra and 

Kannemeyer, 1984）．

塩垣（1982）は青森県西津軽郡深浦町北金ヶ

沢からユキフリソデウオを報告し，山川（1982）

と尼岡（1997）は体長 344 mmの本種成魚を九州

―パラオ海嶺から報告した．藤井（1984）は小

笠原諸島北東沖において中層トロールで採集され

た本種の成魚を鮮時の写真とともに報告した．こ

れは太平洋におけるユキフリソデウオ成魚の初め

ての記録となった．益田・小林（1994）は本種稚

魚の水中写真を沖縄県伊江島から報告した．山田・

入江（1994）は東シナ海の水深 159 mにおいて底

引き網で採集された雌 2個体を報告し，本種が多

回産卵である可能性を示唆した．魚津水族館

（1997）は定置網と漂着によって富山県魚津市か

ら採集されたユキフリソデウオ 2個体（それぞれ

体長 880 mmと 550 mm）を鮮時の写真とともに

報告し，前田・筒井（2003）は北海道の日本海お

よび太平洋から報告した．さらに，河野ほか（2011）

は本種を山口県日本海岸から報告し，池田・中坊

（2015）は和歌山県西牟婁郡白浜町沖から巻き網

によって得られた本種の幼魚 1個体（WNHN-PIS-

WW 11405，体長 323 mm）を報告した．したがっ

て，これまで鹿児島県においては標本に基づく記

録はなく，また，水中写真による記録も県内では

屋久島の水深 1 mで撮影された一例に限られる

（KPM-NR94198）．このことから，本報告の鹿児

島県内之浦湾から得られた調査標本は，鹿児島県

におけるユキフリソデウオの標本に基づく初めて

の記録となる．

中坊・平嶋（2015）は，本種の属名である Zu

の語源を zō生きる，生活する，または zōon生き

物，動物であるとしている．しかし，本属を記載

したWalters and Fitch (1960)は，本属名 Zuの語源

がバビロニア神話に登場する暴風の悪魔 “ズウ

鳥 ”（村松・中島，1979）に因むと記述している．

これは当時のフリソデウオ科魚類が，嵐の後の海

岸で打ち上げられた状態で発見されることが多

かったことから与えられた属名である．したがっ

て，中坊・平嶋（2015）の示した属名 Zuの語源

は誤りである．本属のようにアルファベット 2文

字のみで形成される属名は，日本産魚類において

他に類をみない最短のものであり，非常に稀であ

る（中坊，2013；中坊・平嶋，2015）．
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